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病院に行かなくても、質の高いリハビリを自宅で継続できるようになります。
センサーを体に装着する負担を無くし、カメラ1台だけで解析できるように
なります。
座位姿勢を映像から解析することで、腰痛予防に役立ち、コンピュータビ
ジョンとデータ駆動型ヘルスケア応用の知見を得られます。
セキュリティが人間の日常生活で最も重要な役割を果たしています。スマ
ートビデオ監視システムは安全安心な社会の実現に役立ちます。

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

本研究の目的は、スマートヘルスケアの実現に向けて、映像ベースによる高
度な在宅リハビリシステムを開発することです。
本システムは、人間のキージョイントに基づく動作パターンを高精度に解析
し、リハビリ動作の定量的評価を実現します。これにより、個別最適化され
たリハビリ支援の高度化を目指します。

本研究の目的は、映像データを用いてオフィスワーカーの座位姿勢を分析
し、腰痛予防を支援するシステムを開発することです。
本システムは、人間のキージョイントの位置およびその時間的変化に基づ
き、座位姿勢の状態を高精度に解析します。その結果に基づき、腰痛リ
スクの低減と姿勢改善支援の実現を目指します。

スマートシティの開発は世界中で注目されています。
公共の安全を守ることは大きな課題の一つです。
本システムは、工事現場やイベント会場などで設けられた立入禁止区域
に侵入する人を自動で検出します。

研究内容
スマートヘルスケア向け映像ベース在宅リハビリシステム

スマートオフィス向け映像ベース腰痛予防のための座位姿勢分析システム

スマートシティ向け映像ベース侵入者予測システム

コンピュータを用いて機械や装置を自動的に動作させるための基礎理論
に関する研究です。数理モデルに基づいた解析・設計手段に関するもの
から、機械学習で用いられている技術の応用などを対象としています。

画像や音声信号などのデータが有する周波数成分を画像として可視化
し、特定のアルゴリズムを用いて抽出した特徴量から有意な情報を取得
するための研究です。
地理空間情報を活用することにより、実際の地形や統計情報を対象と
した研究を行っています。

研究内容
ロバスト制御に関する研究

その他（信号処理、地理空間情報）

社会を支える自動化技術

高信頼性のスマートビデオ監視システム

ひとこと
若い皆さんはあらゆる可能性を秘めています。ゲーム作り
や調べ物など、関心のあることについて生産的なことを始
めてみましょう。得られた経験は一生を通じての財産にな
ります。

情報通信プログラム 助教
高橋　伸弥

ひとこと
AIで高信頼なスマートヘルスケアとスマートビデオ監視を
実現し、安全で健康な社会を築構しましょう。

情報通信プログラム 助教
チョ ニラ ピョ

出身:ヤンゴン、ミャンマー
趣味:料理を作ること、読書
講義:情報データリテラシー、プログランミング演習II 
専門:画像処理とコンピュータビジョン

出身:熊本県熊本市
趣味:パスタを茹でる
講義:動的システム、組込みシステム
専門:制御工学、信号処理

来るべき高齢化社会において、労働者人口の減少による人手不足が懸
念されています。機械や装置を人の手を介さずに動かす技術は、世界中
のさまざまな問題解決の手段として必要不可欠なものです。
社会の様々な場面にAI技術が浸透していますが、実問題を解決するに
は対象となる問題についてのドメイン知識が欠かせません。本研究は機械
を安全・効率よく制御するために重要となる工学分野です。
研究活動を通じて、将来エンジニアとして活躍するうえで大いに役立つ能
力である数学的素養とプログラミング技術を身に付けることができます。

音響信号より抽出したスペクトルの可視化 地理空間情報の活用

音声信号が含む周波数成分を
可視化した画像、横軸が時刻、
縦軸が周波数を表している

左︓宮崎市における平均事故数の可視化
右︓移動ロボットの軌道計画に関する研究、上が円充填アルゴ
リズム、下が動的計画法による省エネルギー軌道
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